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１．行政評価への取組

重点政策を構成する基本事業を適切に進めていくために、民間企業における経営手法
などを公共部門に適用し、行政の経営能力を高め、効率的で質の高い行政サービスの提
供をめざすニュー・パブリック・マネジメント（NPM）※理論をベースにPDCA※型の進
行管理による行政評価を導入します。当面試行的に、重点政策を構成する基本事業につ
いて効果的、効率的に実施されているかを評価します。

２．進行管理の流れ

（１）事業計画の立案＝P（計画立案）

事業計画は、当該年度を基点とする３年間を対象として立案します。
↓

（２）事業計画の実施＝D（計画実行）

年度単位で予算を措置し、事業を実行します。
↓

（３）事業成果の評価＝C（事業評価）

事業の結果（成果）について、担当課係の観点と全庁的観点の２段階で事後の評
価を行います。対象となる事業は、重点政策を構成する基本事業とします。
↓

（４）事業の見直し＝A（事業改善）

事業評価の結果に基づき、継続、強化、縮小、廃止など、事業展開について改善
を行います。改善結果に基づいて次年度以降の事業計画（P）を立案し、PDCAの
サイクルが循環します。
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●ニュー・パブリック・マネジ

メント（NPM）

民間企業における経営理念、
手法、経営事例などを公共部
門に適用し、そのマネジメント
能力を高め、効率的で質の
高い行政サービスの提供を
めざす考え方を指します。

●PDCA

プロジェクトを流れで捉え、評
価を次の計画に活かすため
に、計画をたて（Plan）、実行
し（Do）、その評価（Check）
に基づいて改善（Action）を
行う、という行程を継続的に
繰り返す仕組みを指します。
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